
One for all,   All for one
～一人は皆のために、皆は一人のために～

立川生まれ 立川育ち ３９歳  四児の父
立川から飛躍の時代！未来を担ぐ！
立川生まれ 立川育ち ３９歳  四児の父
立川から飛躍の時代！未来を担ぐ！

地域の方々と一緒に実現を目指す分野の政策です！

くめかわ敏男と し お
たちかわ自民党・安進会　
立川市議会議員　一期目

  1、 立川市史編さん事業、道徳教育による温故知新
  2、 誰もがノビノビと教育を受けられる環境作り
  3、 大事なのは子供の居場所づくり
  4、 家庭・地域・学校でのコミュニティスクールの成熟実現
  5、 通学路の安全確保、見回り、防犯車載カメラ事業の展開
  6、 一人一台タブレットの活用、GIGAスクール構想
  7、 子供たちの可能性を広げる為の教育格差の是正
  8、 英語教育から世界へ飛び出す人材育成
  9、 時代を切り拓く生きる力の創出
10、スポーツ振興による希望、レガシーの構築
11、文化芸術伝統による人づくり

教育の町たちかわを 前へ教育の町たちかわを 前へ
・若葉台小学校の開校における周辺環境の整備
・旧若葉台小学校跡地、清掃工場移転に関する若葉町まちづくり
・根川緑道、柴崎体育館周辺を守る
・樹木のあり方方針
・立川南北間の交通渋滞の解消
・区画整理事業完了後、未利用地の整備事業
・「回遊性のあるまちづくり」
・「団地のあるまちづくり」
・「お祭りのあるまちづくり」
・再編個別計画の必要性の探求
・Maas・Mice事業の未来を見据えた展開
・自治会加入促進、活動の推進
・景観の美しい街を

トライ！立川まちづくりトライ！立川まちづくり

・人生１００年時代に適した健康施策プランの作成
・障害のある人もない人も共にくらしやすい街の推進
・看取り看取られるまちー地域包括支援の推進―
・ヤングケアラー対策、レスパイトケア事業、８０５０問題、介

護実態の把握
・妊産婦への支援拡大。産み、育ち、生涯を生きる
・大人の発達障害、引きこもり。可能性を見出せる社会へ
・自殺対策、生きる希望の創出
・生活困窮者、それを支える方 へ々の支援の充実

人生１００年時代人生１００年時代

・三多摩副都心計画
・短期集中豪雨による水害対策の強化
・地域消防・民間業者・行政の三位一体の地域防災計画の

推進
・入札制度改革の推進
・地産地消、市内野菜流通への窓口、
・立川産のブランド化事業
・地元業者育成による立川経済の発展

災害・経済・農業に
特化した強靭な街

災害・経済・農業に
特化した強靭な街

① ③

② ④



○昭和５８（１９８３）年４月６日（しろの日） 　
○立川地元、男三兄弟末っ子  AB型。 　
○立川第一小学校、第一中学校、東海大菅生高校体育

コース、東海大学法学部  卒業
○株式会社 大丸組 一級土木施工管理士
○「元衆議院議員小川友一」・「前都議会議員西野

正人」・「現都議会議員清水孝治」の秘書として政
治に携わる。立川市議会議員一期目

○５歳の時から地元囃子連に所属。地域の子ども達の
指導に従事

○元名画座通り商店会会長
○３・１１の際には福島県南相馬市の建設業協会と連

携、立川駅の投光支援活動にも従事
○特技：お囃子（笛、太鼓、ひょっとこ踊り）、中学からラ

グビーひと筋、アメリカンスコップ
○家族：愛する妻、ランドセルの息子、園児の娘、走り回

る娘、産まれたての息子、頑張るじぃじ

PROFILE

くめかわ敏男  略歴
と し お

くめかわ敏男
と し お

後援会入会申込書

※ご入会とともに、ご家族・お知り合い・
ご近所の方をぜひご紹介ください。

　くめかわ敏男の政治姿勢に共鳴してい
ただければどなたでもご入会できます。

　面倒な入会金、会費などは一切ございません。
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・個人情報について ご提供いただいた個人情報は、管理責任者が適切な管理を行うとともに、漏洩や紛失等の防止に努めます。
 ご本人の同意を得ないで、利用目的の達成に必要な範囲を超えて個人情報を取り扱いいたしません。

０４２‒８４９‒７３４３
FAX

粂川敏男後援会事務所
若葉事務所  〒１９０‒００01 立川市若葉町4‒20‒2
柴崎事務所  〒１９０‒００23 立川市柴崎町 2‒3‒18
TEL.０９０‒４０９３‒６６２６  FAX.０４２‒８４９‒７３４３
e-mail : to-kume@future.ocn.ne.jp
http://kumekawa.info/


